


1 2 3 4蚊の黒色を好む習性を利用し、容器内に
産卵させます。卵は水中でふ化し、成長し
て蚊（成虫）になりますが、蚊は網目を通
り抜けることが難しく、外へは逃げられ
ないため容器内で死滅します。生活圏内
に発生した蚊を都度駆除するのではな
く、容器内で一度に多数の蚊を駆除する
ことができるため、産卵する蚊を減らし、
「いつの間にか蚊がいなくなる」効果を生
み出します。
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すり鉢状の網付カバー
に蚊が産卵します。表面
は卵が引っかかりやす
い凹凸加工が施してあ
ります。
一度の産卵でヒトスジシ
マカなどは約50個、ア
カイエカは約100～
200個の卵を産みます。

産卵から約2～5日でふ
化、ボウフラは水底に溜
まったゴミをえさとして
成長し、呼吸するため水
面に上がります。しかし
網があるため、ボウフラ
は周囲の空気だまりで
呼吸をします。

ボウフラ発生後約7～
10日でさなぎ（オニボ
ウフラ）になり、約3日で
成虫に羽化します。

成虫になっても、外に出
ることはできず、中で餓
死します。水量が減り、
網が完全に露出してい
る場合は、新たに産卵を
行うことができなくなる
ため、継続的に使用する
場合は補水を行ってく
ださい。

手順2専用容器の中に水
を入れ、満水状態
にします。網付カ
バーを外し、中に
枯れ葉を1枚程度
入れると、産卵に
適した水になりや
すくなります。

敷地内の日陰、植
え込み、草むらや
ヤブなど蚊の好み
そうな場所に設置
し、放置します。

満水状態 ●蒸発により、水量が減り、網が完全に
露出してしまうと蚊は産卵できなくな
るので、定期的な水量の確認と補水を
行ってください。

●風が強く吹く場所や直射日光が当たる
場所には設置しないでください。

●不整地や傾斜地に設置する場合は本体
内に水を入れ、網付カバーを押して、しっ
かり浮いてくることを確認してください。

仕組み

ご使用方法 設置のポイント

摘要／網付カバー +樹脂製専用容器（専用浮き付）
寸法／Φ230（持ち手部Ｗ280）×H150ｍｍ
質量／0.3kg　梱包／4個　発送単位／8個

JANコード  49-30510-32503-3型式／BD-2XL 2,180円（標準価格）

※仕様は品質向上のため、予告なしに変更する場合があります。※上記価格に消費税は含まれておりません。

0120-686-888（通話料無料）顧客サービスデスク https://www.hataya.jpホームページ　
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東京都大田区昭和島一丁目1番5号　

松栄興産 株式会社 〒467-0854
名古屋市瑞穂区浮島町12番24号

ハタヤリミテッド本社／〒460-0011 名古屋市中区大須四丁目10番90号　TEL（052）261-3821（代）
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水を入れて置いておくだけで
蚊やボウフラを閉じ込めて駆除します！！

網付カバー

手順1

業務用大型タイプ登場！
網付カバーにはセンターポール方式を採用。不整地や傾
斜のある場所に設置しても、カバーと容器の間にすき間
ができません。
また水位に合わせてカバーが上下するので、補水の回数
を減らすことができ、長時間の効果を実現します。

カットモデル

●水を容器一杯に入れてください。雨水でもかまいません。 ●廃棄する場合は各自治体の指示に従って行ってください。●蒸発で内部の水が減ってきますので、定期的に水量を確認してく
ださい。網が完全に露出している場合は補水してください。 ●転倒やペットによる水の誤飲に注意して設置してください。 ●風が強く吹く場所や直射日光が当たる場所には設置しないで
ください。 ●缶内に大量の落ち葉やゴミが入っている場合は取り除いてください。 ●本製品の効果を高めるため、近くに水たまりを作らないようにしてください。（古タイヤ、空き缶、植木
鉢など） ●ボウフラの大きさにばらつきがあり、網を抜ける場合があります。 ●本製品は水中や水辺に産卵する蚊を対象としております。 ●本製品は蚊の捕獲・駆除することを目的として
いますが、設置する場所の周囲から蚊を完全に捕獲・駆除するものではありません。広範囲に効果を出す場合は複数個設置することをお薦めします。 ●本製品は身の回りの水たまりなど
に産卵する蚊に黒色を好む習性を利用し、本製品内に産卵させることを目的としています。本製品を設置することによって敷地外から蚊を誘因するものではありません。 ●ヒトスジシマカ
は10月末まで（所によっては11月上旬まで）卵を産み、翌年春にそれらが新しい蚊になって飛び回りますので出来るだけ多く10月末まで設置してください。種類によっては年中産卵を行う
蚊もいますので、継続的な設置をお薦めします。

内部イメージ
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無

容器に沿って
上下するので

すき間ができない！
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